
( 1") 
( 1711) 

人ロ 鉛[6.993人〈

"・・"1・・ m

男

女
q "'‘ヲ...u， ......同.. 

'" ~， 

.・lt105.5S4( 

巴
司
令

a
a
 

-一回8
4

・
ド

a

・
・H臥j

・
・
且a

-

管
ω闘
民
認
他
@
創
誼
ヘ

化祭

J~. 511 

第4回
圃
明
細
正
旦
'
七
写
か
ら
値

aqた

一
命
文
化
蜂
も
そ
の
-
つ
で
こ
良

一
uamuRの値
w・4
A
に
憧
れ
た
賓
僑

一
食
住

ih--LFAで
b
ら
も
，
衛
文

一
化
晶
画
働
へ
の
檎
・
的
な
.
，
掴

--a

-
e
a
m
S
4と
u--e闘
か
礼
て
い

一
る
も
の
で
聞

e
a
uゐ
ご
主
に

一
前
提

m関
心
も
高

-
q
つA
7

‘m
q

-
gす-

E
E
U
S
E
-

-
'
h
Fど
も
か
ら
れ
M

隼
事
的
す
ま
で

-ZLの
1
4
1
i

一
プ

-se・
‘
舎
も
つ

HmuRMV
句
人

一
で
a
u
a
，
《
・
掴
で
き
る
キ
，
に

一
・
刷
修
会
プ
O
タ
ラ

ι・
・
ん
で
い

-aす
一
中
で
も
庄
町
民
の
.
さ
ん
が
日

一
ご
ろ
線
画
金
重
住
て
い
る
賓
術
史

-一

E
R
2
2で
あ
皇
民

eA陀
7
ι

ぇ，4
バ
ル
ー
λ
量
感

?
 

あ
る
総
ω
債
の
中
ば
い

し

t£
-yt

ど
ゆ
と
噌
島
、
?
・

νい

MR匂
山
市
民

m
eき
ん

MVbT役

s
t
tヲ
E
E
t

z品
Zの
A
A
i

4
2ふ
今
年
出
場
す
る
の
陪

一
一
十
九
グ
ル
ー
プ
約
Z
白
人
の
市

均

等

量

t
:ー

ト

舗
守
タ
ー
ジ
与
マ
ズ
タ
ン
-
A
F・
ど
-e

s
s
a
F
1
2
?・

里

F
-
z
Tて
い

る
き
量
日
1
1

・

-
a
f
--憲
民
嶋
舎
の
代
必
丙
け
『
文

t
一
2

t
z化
"
と

V
-
E
-型

E

品

目

ご

ろ

の

詰

z
t抱

1
8

・42
2
1

iぃ

Auk-z

E
品
E
t
z
t』

と
居
。

τ1・a
g
し
た
・
今
与
の
八

i
i
Zグ
ル
ー
プ
の

2
官
官
ー
が
今
後
ω

八重桜祭
市民主化
フェスティ11)レ

f
z
E
ET大
い
に

maAる
と
こ
ろ
で
す

z
t
i
i
2
 

t
量

2
;
f
t

F
7
5
i
i
 

-
i》

S
E
E
K

-
-
t
z
-
a
Zる

れ
"
で
寸
そ
し
て
そ
め
中
か

;
i
f
f
z
a
 

Z
A
m
t
A
I《
証

リ

0
1
2
A生
直

E

L
て
い
〈
の
で
す
さ
ら
に
そ

m
s
v
e怯
A
'
u
a鬼
L
-
m

人
々

u
uえ
る
ニ
と
巳
よ
っ
て
似

た
角
川“
偽
に
ま
化
闘
と
時
ぺ

--un

t
?
"
t
iにーの

で

HM告
い
で
し
S
う
か
。

【き

E
1
1
4
2

自

a
t
t
h理

i
z
:ー
で
す
・

32『森河長司郎劇団」公演 ..-，-ll~.."・.. 
文化ザーヲ凡A 叉化タ凡「プ""完a里会
11同9Bt1 10∞入--
【司 会}廻ユつスケシュつスケ

11月12E岡 協調

《横目】 下回偽濁

《出 .) 緑苅E隆司.， ・"り蜘働隊庁

入.，鑑I!M$し必ゐ11〆，.で盛"・

観刻3s位〈ゲスト〉

NHK上方演芸会
11周辺ε測・ 16 初 〈公側隆盛〉

【凶 漢〕 溜..沼りしおりレツゴ三陸

テャッ~')嫡ヒタぽんち

入渇望週発砲レ込ゐ竹/128:で"・

ナニワエキスプレス ・憂叡団ライブ

f
r
・-
E
E，

E
E
Z
E
2

・

値

R
R
ES
E
E
a

・
F
Z
---A
・
・
一
T
・
g
・
-
一

==
・2
?
H
・V

・

ナニワエキス

コnノス
a・取旬

'50でa・
ーーー寸，-

11月2)日〈観主〉

18 : 30 
【出演}やc

NHK 

奈
良
市
美
術
展

刊
月
5
自
問
1
刊
月
げ
日
間

叩

叩
z，
“阿

国

〔会

燭

)

市
立
中
央
公
民
館

5
階

{共

催

〕

奈
良
市
美
術
家
協
会

第

4
回

ヤンヴ・フェスティ)~レ
インナラ

NHK 

白井貴子ライブ
C公側・!.)"周168ω16∞

【幽演】白鍔貸手

入渇彊理猪$レ込ゐ11'78:で'"・

85 ヤンヲ ミユージツヲフヱスティ11ル
NHK 

自演のミコージツヲコンテスト

"聞118・U:lI

ラフボーション

入..  埋第困院し.~ゐ11/ 6~でa・

【ゲスト}

"月おε回日.，

'I! .・)."疋写〈
〔テーマ】 ゆる，..両てる

入..  璽嫌。しるゐ民主11/158:で@渇.

〈
州
日
目
休
館
〉

入
掴
自
由

ママさんコーラス イン奈良
(公鍵錘酒〉

NHK 

"同168掬13ω
刊周198ω11: ~則
【ゲスト】 ・・ス介(~シψンノン敵手〉

エコーエレガンテ，.~コーラスクルブ〉

司祭良則合・a・・

tλ・B箇}

.周 l伺 "伺調行間川市田川 1111.

.) {然



第571号 素 点 市 民 だ よ り

雪 ≡三 豊 ≡ 空 き兵端佃.金将

ち雷 よ昌萱ま で f'._*け い (代七禰

踊 蔓蔓-.- f l.'l l ▲tて で
!B .

;*
㍑ 身r≠J̀ 蒜 ∈ 鞍 慧t1 A,-

義 彦～ 革蛋 笛 を ;≡T ,I, 一帖一 . だA一 重

●左I 重壷護 O

.窒 EjA F>-.-套…妻照 闘 章葦ほ ･～ '

'dtせ貞Lfti;AIF主'i一手でt書 くに 一･Lも ､tiにちま き三号ち Etててとの ささなb Iこtこ↓子音;■tとりす#い､f=■LAfこ▲̂t一JLとろ的tCJLで.?貰蔓基174711の ､■～^ 一&与●でとYL｢こきナナオ一一一SZ た 2:蔓至●法号 ! .7'tt蓋ナ■しIL5に美 完 与 手蔓 芋 を官ま葦苧完 京 急 ti 畠 ! 至芳志.1品琵 義 損 輔 書き';nJ昌 号1''t麓 だ空H.舶 害 毒 等等 要 蔓壷り､呈i言 ];i与 宝 等 豊 吉● ■〉 て 派 - ".適 ■.土!+Itナ ◆IIEI筆書いと一さ1:ちらも●二にJt++L+ ■ 七 分十* I=-iJfEl

)りり1年 士で暮す､五 l午■ ■■( 1八七LlrFllAqEFlli十兵M FILJLJL.kちltJい/､fh'Ll上1ケし1しん′二)て′̀セL.pずるl ● ■ ( 所+ わ のJ

I LJ k要 事 ‡ら‡したた■小一こかと､LEt 潮 差芸'=.-i至 iiと'lで苧=や け .=ら心 ら h TfL書 h J5'.もいrMEf=臼 こいyFg. l二 といき蓋 芸 茎 筆意I,JL■ + †tt ▲ 土 十II班 ▲ 1.○ちLl津づかi,H芳美だ'ヽ J I

+I熊井如き放言盗電辛望るEのいIと

の実もで▼■■LlAえJrか上るちlエち､こhLr書 1 と bl-は d= JSに1● 震

詮 を i■ー中 lく の と'しな だ むの九Jtlatt11ー■ー■三塁書 芸 だ盃 kL宝 昌 毒に lltLI事 由勺七 十発 五足 人

‡■も甘諒 三手島美 空'flそ用

-t
'税

の● 1↓gIh.の '三克古壷転 ト… Jjニ 12-1 4…6..ち千至芸Ei共のJIt■■■ 等苦■川■Xi ● LII▲ の ● ′- 燕 三脚 lH ‡

在官 重宝≡:普蔓 蘭 … 書 bE)iー~t-の+ 十■ dJ tL主rLt LL′ヽLJAA t+L.TⅠ ■9■JtLL

と 入 +科2.500円蔓

ιルw

，

に
z奇
.i呉量i
周z偏
zE
飽
の
t
鯛

E
• 

扇

a
R貧武
z益き》:か白

fた
Eの
2胤量艮里に
2つ
r、て
zは

.. 厩大の包努"カ
ι
を管“弘仇う.蝿呉鰐.属局備に

rてzは2重EM2どf-ζ-のs慣に品

した2-こ』と品のEなRいもAの2を高m幸

る2』と

s
約

2東?レ主ま

t:レえ乍
+六日はaHってhvh''

1
4
R
と
し
て
t
a

i

i

l
z
g
 

号
;
4
2
s
t

E

E

i

i

 

z

f

i

i

 

i
!
?
 

れ念した可2
8望
書
的
手

P
E
a
sが.

s
s
h
『
2
1
:
1

4

2
童
日
t
z
e

ia，EAHhLezしら

市az聞の鎗
・・時

間が室わり婁す
今
月一回aFb

Z
E
E
-
Z
T
 

一再札圃札圃
ら

，
 -

S
ト
円

a'v'
n
u
 

凶
セ
ハ
U

制化

民J
U

J
川

M
Z

司
I
M

M

科

aa
釦・
唱

E
・
入

康ao><引"・蘭組関電zンヲー

市曲。定化"ンヲ 市岡凶... 哩1)

""繊幽領周司斌属幽蚤粛

'"巧毎公民. 照文化;.-

-11月7日〈本}から自由晴り開始 r

l
i
i
 

文化信長
1

夏初&即日
au町脇会

EfゐsaLた・岡憾曽・舎に

:

E

t

i

t

 

高
告
で
i
z
-
-

;

E

r

i

e

 

Lagした可切芋一三""にはま包町

を
確
認

各
地
で

e

積
極
姿
勢
'

+-agで

市
勧
中
回
目
親
善
勧
聞
で
友
好
的
固
審

-E，均等腿禽飴で開陣営，定e一'勺けました・

:
『
危
i
t
-
-
;
i
!目前

up
樽
L
R
'

・aa月“，

r

-
Z市
し
J
a
y

-Z
K典
型
，

m

き
へ
の
・
ヰ
--
2

2

Eす
守

四

る
』
企
で
-
M
凶
-

am岡市長ら司・高

一行路網カ
e

p

的に目的旭ア
A

のま恵商
P

安

易

憧

働州各砲金

協れ，同憾

の

--u胃

ιz-m

網野卑に

a
E里

Z
Zと

去
る
+
n
E
t

・閑白衣也市はじめ中聞各

-
f
i
 

七
次
官

E中
友
好

代模開《悶員百個市

長E行十二人》は

各
.. ，m側
臥

2akaz

w
n
自
闘
の
革

製・
ι

開め同二十

-
E
2
2
E
 

L--Lた・また
1

今年は回息

ー
で
も
あ
'
i
z

富所泊中京但町代表団
A

岡長趨

川
俊
証

Eaa-関与金量所理官-

長一行四人
V

J

・酉虚宮市まで

同行し蘭aRmの青写たらと

E
s
t
A
 

a
z
z
t
一
つ
Z

E
H
的
は
宮
大
士
一
一
Z

兵馬倒。金蝿出展も

差値

-術情血官補に入，、-EE中尉

1
5骨
t

h

の巴対L-m市長は『圃MH圃

E・e-nける』と華僑する企

t
ヰ憐
2
2
2
2

ι

・ても幅置し合ー‘eL・
5

しk
・

E

t

i

-

-開会-z--a-氏&会見、-疋

ー
か
ら
も
E
L
i

-
-
k・

Z
Z
舗
が
Z
:ー

ド博への尚昆を
A

高温してー‘ゐ

;
;
 

:

i

i

 

;
し
た
ほ
か
陳

金方眼商省文絢管理崎長とも

S
L
R
t
た
・
2

t

とにしてkgす・

z
a
Z
蘭
工
宣
伝

聞する情録の収侮調4E・

2
2
Z
2
1
2
 

鍾
民

・

6
の

師

側

譲

価

場

研

修

am健
省との思議会守
幽曙ZZ

象者利用窪動らはどの共同値宙開

2

1

S

E

t

 

t
E
f里
Z
E
'

榔
生
地
区
に

商
工
振
興
会

剣車電
のE-桐生
幽唱は也にニの

?
陸
自
主
主
十
五
人

i
i
i
t
置

き血管ました・

演
の
語
性
化
耳
目
て

箇旭区内商工-m-edFカ
ι

合

困

-膏発達を悶ゐうと
するもの

で
月
一

惨とL
て

hagす・

《+av
X
ラリ・んだ桑島備
のE・
《ε》泊望
Xさ
れた聞-amenv企ヲ

恩

A

E

i

i

 

t
z
z
z
a
と

岡
E
2
1
2
E
の

ま
じ
取
A
E
f
t

--合Hh勺〈ちれて、eze・

mm・-お吻によ
A
V

て陶胸

間掴の"-maba関
ι
おけ

i
!
t
 

こ
企
画
t
E
h
z

i

i

i

 

公共同
作惨め-R・"であ'"

随時に聞民的離・でゐるこa

s

l

i

t

a

 

をの開和問・の実--aら今

i

i

z

z

 

Lゐ尚一慢であると考えられ

ま
す
圃

按
ず
る
品
S
J
L
1
・

f
E
:
で
の
よ
，
に
調

Z

I

t

h

-

-行&アた眺め日
抑測mE拘留に

;

こ

と

?

i

t
E
K
の
E
E
t

て
金
吋
と
め
ab・保という

;
iょう

と
す
t
s
t
そ
し
て
園

g
z
t
t
自

主
主
解
決
L

存
れ

2

2
h
a
h
i
e明
t

見守
6
2員一で
t

?
:
t主に

よ
る
-
e
2
5
5
1

てL発虚で-eるものでは伝

よ
E
E
2
と
し

てのa，飢Aが色、.，

開
拘
閃
“
.
の

-zam肢
は
匂
字

1
3
5
F
 

S

L

i

t

z

 

-凶
2
2
t
E

z
-
-
こ
れ
は
塁

随行されてもる『-ae・

2

i

L

a

m

 

. 禽西1{mA<右〉と微鏡する置園前畏，...人民..で》

-
封
筑
園
筆
大
会

館

2
2が
a-

限内

情亙同市長郎
・組長

ハ
ム
厨
φ

・・公民・m批聞畢

大・2か十月二+"中央公民

・
で
楓
a
tし
句

一
』
E
Z
E
-
-

i
i
;
 

t
i
E
一
S
a
b
u必

五へ
-
R邑

賓
と

L
t
側・問偽

錆侠，，.形式にa'対時

LKものです
・

今回ほ士亨t&に
・2・閑

・1
量

j

a--a初優・L--aは
平

i
t
:
 

~吾

IL1‘可.

Ei以

• 

八

-s-m-a・・本送網-z広向けて
V

J旬

t
y主
t

E

S

E

-

E
Z
E
Z
は
E

E

S

S

E

-

f
A
t
z
T
E
 

も

T

・2主
主
m

z

t
富
民
の
主
主

F
-
r
a
E号
て

E

ので巳わかじ起こ勾てeak

も
の
で
は
T
重
苦
必

Z
半
草
品
t

z

えられて・2Lら

毎
薄

m-a&i‘a屋ゆ的伝

大8
・突か昭和四十個等以来

主
困
じ
は
豊
雄
主
づ

け
ら
れ
位
置
は
S
E
a

aT心身障有官m-Ra窓
松
1

3
2
kど
と
あ
号
室

す・盆
怠&a・の
龍惨
と孟

合

合



素 点 市 民 だ よ り !ff 571 ..， 

「安
安
L

「良
良
」
ち
ゃ
ん

一
レ
ヲ
サ

l
パ
ン
グ
の
み
砂

ち
苧
ん
に
可
重
い
名
前

~-

去
る
-
'
m
-
n
e
め
・
道
圃
・

2
i
;《

す

i

w
z
‘
る
一
面
t
，
e
l
a

v，，，の慮、.んの-zR己『由実

実
f
f
ど
、
ー
に
『
奥

-
R
《
ち
ら
ど
&
い
う
a
b
L
L

りよだ民市良家附和""ドH月 l目り}

..者{史}帽.<7>"2;a"!lI-:>， ~・""組向調.
U掴'"闘fr t\1:.刷圃判~.(，.，...叩

.・・“。""日 C~ 1I' '''1・ ÁlII~，""慢で，
小零陵.積の個展し、 eC'1I$にz 市内め小..
思 隼 がー盆 1::'.J. .， "'C 11謁眠術主寸 ..体司女

金が聞かれJ.1. 1:. (同川"目指縄J姐融Iト・・.. 
婚でL

1011 10困'偽曹の圃ι に符t'>t¥1:. '" Il・，ポー
で~".. .."姐u.肘咽H 刊間
開帽柵・....t.リ;(.L.1$1l叩令'"
1. J. 1.1=ー

省，ポーツ*・"の釘.見"'S."・n'U簡
単位.ょうでニ ..以外I::lln'(>すい..ーム
ヲータで'.イ 1'-，.1:: 

2

2

岡
市
の

Z
草を

と
q
た
も
の
で
名
付
け
・
2

楽町のa支持-Rue-勺@ん《伏

品小
5

1

・E
して

き
i
は
七
百
回
十
開
通

で
そ
の
中
で
』
の
名
"
が
何
十

S
E
め
て
T
入
気
が
あ

;
z
t
z
ん
が
〈

じ
見
当
'
'
さ
し
れ
官

-3
日
?
?

i

f

t

a

t

 

-

-

2

4
望
日
れ

盆

R
b
a
o
e
ん
が
議
衰
を
創
る
と

『

'
F
証

書

品

Z

E
S
a
E
9
紙
富
が

-raLた
-
A
f
E

に
a
M
V
に
島
磨
て
、
た
五
人
の
子
ど

i

i

z

z

 

に
E
E
f
z
I
2

八
隣
保
館
で
文
化
祭

E
Eに
耳
、

3
5

な
話
・
に
敬
9
a
ん
で
L
る
宮
市
内

2

E

-

2

1

-

n

 

t
・
そ
れ
ぞ
れ
の
?
Z厄

1F5 535奈良豆比古神社の

iii!i!「翁鉾」にう つ とり

iii ii;:持;11ii!?!E
Z量宍.T221-tR t長時ZR22E 

ダめER"の笹東が
J
フ

ν
ゼリ
J
i
p

さh
ま
し
た
@

名
付
け
観
の
噴
砂
h

，
ん
は

5

1

2

2

t

s

 

し
て
名
前
主
け
毒
し
た
・
元
気

に
空
て
ほ
し
、
品
、
，
t

t

;

1

4
E

t

'

 

宮
前
で
E
S
Z
脅

2

2

2

哲
:

--
-
m
-a
 

-めざし
τ

u:軍
事
置
の

E
a

a
L
Z
E
〈
五
品

み
安
檀
化
し
よ
う
』

マ
高
E
守
土
月
九
十

日
:
・

2
君

z-

け
て
危
a
a
z
の
備
を
広
げ
よ

う』
Z

量
E
T
十
一
月
九
日

t
+
"
"
・
『

n立
の

ι"を
園
町

てよう』

マ
幽
側
弁
側
副
院
鮪
・
+
一
月
九
日
t

i
t
iざ

す
告
書

7
2

wv
酋
毛
除
問
傑
舗
旬
開
十
F
n
十
日

工

日

:

z

E

2

1
0
j
i
 

金』;
E・1
1

1

2

:

Z

E

E

 

ざ
す
入
園
づ
〈
'
t
L
ょ
う
』

v
Z
E
-
-
一
月
十
六

十七
日
個
「
関
傑
・
と
と
‘

に』
V
八条
園関係鍾
・
十
一
月
十
六
e

E
日
:
E
E
E
を

目
ざ
し
仲
間

7
"と
書

f
ま
ま
告
に
向

けて
h

・
ιzl』

主
化
祭
高
f
t
s
の

m

Z聞
と

7
Zっ
E過

句です・
VA育
中
簡
保
館
M
f

一月一一一ニ

さ
れ
る
ニ
と
に
な

噌て
i

、.z
す・

守
一
の
日
間
縛

弘皿金訪れ
P
釣
dn

h
Zは
念

が
り
火
の
中
で
院

し
ら
れ
る
さ
を

か
品
t
f

。
〈
り
幽
さ
れ
る

E

Z

E
静

:れ
F
t

h

・2
2

i
i
 

，
で
潰
し
t

危
.
..
 

B 

m 
・岡

自

が

つ

け

t

I

I

に
開
園
で
2
2
2
t
し

た・
こ
の
S
は
岡
動
物園
が一
鎗

t
一
E
し
化
も
の
で
i

!

と

し

て

!

ま
型
-

I

J

E

E

--rど
員
の

『

1
S
E
t
-

内町
内
悶
納
金
Z2
・聞東
鈴泊町

・尾
崎
盃則
v
m
u
陶
噌
町
・錘

Evi
-
-伊

・同緬R6
V
+
舗
昆
畑
町
・
・
固着

i

E

-

i

v
g
 

q
T軍
軍

E八
I
・

-m

本・ZE--
i
:
で

『
E
箆

A
』当
O
J
髭
艇
金
ι

ん

な

解

明

t
a
E

周

と

闘
が
+
n
z

問

ご

市
目
立

Z
町

金

駿

日

2
・R??

説
相
九市

川
わ
れ
れ
H

m
衡
の
失
置
で
欄
a
れ
賞
、
舗

に
言
き

:
E欄

織

に

君

主

L
た・

この

g
u
z
i

p
-
-
A
K空
て

も

ら

'

E

i

i

《十
月
十
三
a
t
+
丸
日
》
の

一

r

e

t

a

E

公

団

2

4

t

i

に

つ

‘て

苦情や要

m
s見を受

吟

E

S

E

-

T

よ

，とー‘，もの
・

こ
の
z
a
s
z
じ

め
k
a
q
I
‘
ろ
信
制
旗
が
持
a
込

ez

れ
m
・
を
は
じ
め
緑
風
警

柏町屋
伺縄
大
‘
函
民
崎
県
・属議

土金書慣-Raw・士会
b

悼との
関

係
島
の
E
か
高
句
作
自

に応仰しum-RにゐたAqてL奮

した・目
需
主
Z
で
こ
れ
か
ら

i

i

E

N

T

T
 

.
闘
志
た
ば
ニ

-m
・""e公
剛
e

公園
。書--零細之
、qた
・"-R陸

入の佐官
・に
今
、
て
曹
旬
e
'

R
-
E
&
ど
あ
る
時
江
東
良
百

a

E

i

i

E

岡

庁合内
・
・
=
n
x
u
v
の
『
行

政
組
辰
』
ι
z
m
周
L
て
下
書
、
.



-

i

 

-

m

絹

a-m
竃
個
別

e
z膏膨
ea隠
~
こ
と

ι・
・
か
盆
る

「
変
化
@
目
」
@
+
一
四
月
孟
一
一
四
年
鴨

川

町

丸
崎
か
♂惨
事

-z--
文
住
色
シ
タ
ー
で
盤
文
に
・・邑何

ea--
・・

山

山

園
-
a
M
伍
舎
と
軍
-
a
・m
・

-a属
医
鳳
〈
L
念
有
物
・
+
七
人
品

Ew
e-舞
支
化

問

;
2
5
2
21i
E
t
i
i
ij
 
• 

;
i
i
!
?人

-
e
Z
E
E
-
ms
;-

ME
l
i
-
-
E
E
i
s
-
-軒

f

“

広
〈
・
--L
E守
.

“

m
ag--宮

崎
H
Z
・
噌n
・

&
を
@
主

8
・
・

U
9
e
e』

z-
uで
す
・

叩

(・}11511号

-
2
2・t"

・
・
・
・
@
掬
.
.
 ‘r』値
幅

a・
・

3£

Euse-

吻
厳
一

a--aAZ
E
 

-ET 
-
i
 

rAEE 

aE入
門

ι

・
・
て
四
割
年
同
1

i
it
z
s
 

1
i
 

= 
E 

• 

りよだ建

W人

i

i

;

 

i
l
L
i
A
 

L
d
g
t
i
 

E
t
i
t-

E
s
t
i
i
 

エ
室
哲

E-z

軍

に

帰

属

軍

に

Eの
E

!t
ai
 

-
-
1
1
E
 

f
-
-
-
B工

賓

の

E
p
l
i-

-凧に
‘
飯
綱
し
て
‘
る
・
圃
慣直
息
工
-a

.
会
理
・
・
で

-m工審
伝
・
笠
・
成
所
.. 

?
富
町
三

av大学
-R
径

昭
如
da
M写

tm修

aw--
Ezt 
Sに

a
REa 

雪

Z
令
主
主
言
語
に

1
2
2
i
 

Z
T41ヲ

Ez---

RZ
A
f
is--

1
R
'
T
f
i
 

z
-
-
t
2
1
 

6
2
tし

て

官

官

i
l
i
f
 

i
a
s
-
-
t
 

tEに

ZLt・-a-

町
白
岡

-
A
V

i

華

ι.: 
r、

i
z
--

公

t

a
z--eA
 

.，
 

t= 
-mMem 

・
守
弘
わ
'
'

a・
*
鯛
生
‘
d
b

-i
 

i
i
f
 

EiE223 

-a

・鳩.
合

』“• 
E 

市豊
富
軍

E
U牽

嗣

E 

115it 

iii出i
ii! 

iji;35i 

etIt i 1i i z 
Ei!iiiii 

i!;;;;;515! 

fi里?・i
》1ii;iiB 

z r、
命
社
俊
民

・

昭
島伺
拘留守

-
u
月
か
ら
現

2
5草

・
に
わ
た

A
:
i
 

;

i
i
 

遥

LZる《
聖
書
二回
ご

6・
2 
z 
" 

理

主

在

t
A

1
2Ei
 

te!
 

E 

?。

• 
-
m⑩
証

平
臥
・・
l

'
a
v
y
伺

a
f
t
 

-
-

iftyE85 

2l'E=ffT 

か
ら
量
的
に
主

L
i
f

--Eっ

nit-

i
j
z
 

ー食

E
:
i
 

‘.4ι
a
KMM
U
 

F
f…市

i
l
i
-
-

jurzfailg
i
 

陶
偽
.
備

l

H

H

一--w体
育
傭
緬
珂
審
員
金
つ
づ
崎町
t

.

咽
胸
岨周年

F

十
U
H
H一ぺ
一
也
聞
の
得
僧
偽
宵
"
・
・
の
興
施
書
留
に
館

山
口

付

品

川

』

内

川

氏

-1諸
富
山
μν

z
u
i
r
i品
川
配

M
C
Uリ

JUU
詩

勺
諸
問
け
川M1M
一
民
主
U
1
2
U
M
一宮

引

hzahA44E4qzaRmE阻

Z

Z
E

一河口

U
T
J
H河
川

1

積
極

---m

・
5等
:i
 

E
h
*
f
u
w
 

•• 
，KLnた
'

-i
-

;
E
i
-

-
沈
鍾
1

会
話
.
徐
会
倹
句
"
・
且
Re

zi
i
i
 

R》
主
要
民

• 固

" 
" 

-
閉
胸

ha-

tmm
・
--R

企
取
'
て

m

.
守

3

・n宮
町

訟
に

2

2
1
2人

2
2

i

i

i

 

i

i
宣

苦

23
-M 

E 

• 6・
" L j m 

71人

-R
・・

関
係
個
・

ML停，一
縛
劃
尚
縄
-m

E
Z
Zの量
ktE

i
i
i
 

i
l
 

i
H
I
R
a
 

--v人
息

LRか
園
像
"
・
畿
に
死
去

L
q
i
t
i
E
 

!
?
i
t
 

!
 

置

4・
書ぞ

圏
事

・

園
町
働
側
“
事

?
n
Z防

曹

団
冊
術
分
組

量

に
λ
団
U
来

J
T
A
 

聖

Eιza聖
霊

i

i

i

 

!
?
堅
一
三
一
一
の
二

E 

= 
" 

E
E
 “ 

.毒

• 
事
=・

お

‘i 

“自
飾
員'

E司

--P

K
A
a
・
蕪
耐
越
に
人

川
-
・
哩
百

円

章

A'

s
a-
E
2
 

・4
1

E
l
i
-
-
M
 

3
1
i
i
 

t・2EthEz

zzfz聖
書
に
守

守
一
方
市
.
党
の

41FVV1tmM・

3
B
l
i
a
-

i
z
i
i
 

富に
品
号、る

za--

宮
さ • a 

" 

• 
量
匂• • 

E 

• 
U~"' 1i:: 
7岡.. 白舎集

定時E長

騎

a隆

• 

;iiji;iiiiiふjijii!!i!ぷ;;iの:iii9ijiiiiiji
:;当地位4!!?iH1i?ilH111iiEi811i思i11iijEil

E 
2 

臨 町

・・.・
η 

• • 
-，.. 

即
0柚 保

姐

加，.即回
""" o 

山岡

• • ω 

iji!iiぞ;!jj;;
;;iii!!?iiiij!!;;i 

iilii;工!!i
ifli1iiiiii!i喜;i
i!?iih 

iiiFi;ii!iiiy 
長

E 
雪ー• A 

E 

• 
自

ま
• '噌

国
p 2 

• 内R 
墾

回

i
 

時間

unMA 

“ '‘ • 7・5・
l. ;ti~f，lT伺

自陣長

• • 
閣 制

.. 
在• 



市 の 表 彰 に

j

:

‥
:し
い
‥

日

..‥日日‥｡‥L.i
:

妊丘-重
t
4'
つ
J
J
f

‡

et上il■暮してJbti

.te■_

tJ.r■.･L･I_+.fJ_
=r-■'t■～

1-■一

rJ

.f-J.･tlI~1-1.

･,･■･･■●■■1■_i

■

事ttr.N人t■
一て.･O.L山Jf町〓ハ▲tC一)

J

｣

‥緋

㍉
‥
;･㌢‥㍑ JV

町

Ll蓋し)

_
+
F
_
'
_

E

I_Il_

■mk▲Leは■TU
●Tとして

IIC■■■一J=;
UI一

■■■_JハT-L.I

I
･■一

■

●<▲l･_Lt■Ltヽ
■

■JJ

H■Cけさ■昏t

亡■C与JJと･__

▲-■一e■Y

lJt+LY-A.

(t麦
ノ∧の

__●-■■t
_

tl

拘
禁

徽

r
t_rlJftてIL

∴

印

∴

■
■

■■
_

■
■
■
t
■

'']'

t'

:i.:.･蒜
;I:I:::.酢
=.1

.. I:;I

や■14r)I

嵐闇 F y.雲ふ
恵 恵 : 恋 喜 ･月詣;呈蓋

Ir,t■■′tD tt●■l■▲) ●■q ;▲'

告

.:,

.
i

:早

t川んtT一JL_

II_主t

)
i

r___IJ
r

●
._
_
■

.
L･!
.
I
.

i

,

Y
:

..

i

軒1;r

nl

◆■▲■I7LL-

◆bl+HTiO■tNJLはrl_J･･ZrtlO■■･Uして■暮しとくLJ6

■'_4人

∧tll<■▼'{経基■
rC'IJ

▼●■▲■ヽ●.__■
脚.C⊥讐

≡(…∩…
■

TILTAこL:瓦葺包有:
恵

t●■1■…tILrLJIqt■一IIPl

? … 甲 喜
▲iゝ :L ▲:LJ_I
(親pL山蔓避雷
脚 01 2-カ

度市良ヨ挺

ω岡
山
桝
軍
事
官
山

+gt
S
E
S
 

-
-
8
2
 

i
i
z
 

z
t
EZ
ZA 

青

草

舗偉

.-m
 

地

昭和初年11月 1目(争)

-
守

s
t
z

，‘
・7

n
agで

時間与にb
k

'
大
安
0

・

i
e
z
i
 

gEした向車書九九

六
V縄

本

E 
'竃

書

品
調

B 
E 

• 冷
泉
卸
雌
孟
覚

書

-
R
 a

 -
-z 

金隈• 
E 

• 
S
 

雷
管

幽
疋融

時 酢 巳7
胸醐輔

8・

E宅i議i

."~I' 

l
i
t
i
 

-

-B
E
 

at-
t
s
 

!
 

品

-z，宮
内ほ量

EE
v
 

!
i
i
 

:
i
;
 

F
L
E
E
f
a
s
 

zkにEhtzE

2d』ク毒してんli

S72で型車az
i

--dlj

a
 

--【山陵町
一2
2ニ

* • 
• • 

• ・6
E 
F・

??i 

'~.， 
目

• • 
向
的
……一

2 

中四2・
.同• z 

抑，.

内

‘~ .. a込占
E 

• • • • . 民

叩

円

協!

併
発

z 
舗

I!~糸主，j
に
t
i
Z
E
E

-EAattる二位

紀町一二豆
OU

E-n-
-
w宅一

-nEモ-i 

・
2
1
J
E
e
 

-

-

て

t
B
i
z
-

i
i
i
i
 

i
a
L
i
-

-
!
i
 

EZZιELE--

i
-z 

0 • " 品
U 

RE
t
 

-
-体
重

u

-"-昭和
un

-ZE-
-!
 

i
!
i
 

;
E
g
e
--

め222ztτE-

i
i
i
l
 

zr-mxポ
ー
ァ
少
令
直
四
本
修

市

-awス
ポ
ー
ツ
脅
匁

a.‘適
aR骨骨・

1
i
i
t
a
 

-
-
i
E
t
 

'之〈
にゾヲ'di!ιPではU4?

i

品人7
5
g
a
してE

m
-
-
p
dよ
2
・

z 
事
筒

EE
-騎

主
鍋

叫 'G

n
d山一端一

E 
E 
5・• • 

J.:M.'r閣の1

ーE 

A523むi
世丘 町 間

防

.醐*酬

fちE 

1
5争i

S
 

F4at 
ta-

-
1
1
f
 

Z
E
E
-
t
 

E
l
a
t
i
-

E
s
t
e
:
 

i
i
i
-
t
 

=
j
i
 

-
-
i
E
 

1
5
;
 

• 
E 

• 
同 町

内蜘命保

z 
自

• 
制且町

"'借金保

査

，堤

" 
a‘ 
費匪

F、
由 自_.。一九

…………
↑

z 
E 
富，

伺• 
• • 

d = • 
錨

EJ，f 
〈四回3
，酬 閣 制

舗

制……

i
 

E
草

aら
現
在

-z

.で事-m-m花

-N'mA・

・
の
ま
帽

f
i
a
z
E
 

i
i
 

-
一eaR

食

品
思
h
H

花常事じず慢るー、佐

EE--72E・tに柁の

して‘。各一市
・聞ua町倦趨憾除&ゐze--民

地
叩

‘

・

・?"EE耳
E宮Ezi筏

川

省・にm
一の南
関-eaじてゐι一ワなezれ

咽

ι
修
また体一めものE72・与Lt、

"
一
回
j
S
E
i
s
e

-

z

i

i

i
 

i
S
1
;

l
i
 

;

1
1
 

:

;

i
 

4

・・・
・、EEE
&銑・・&

---
ea
・de

f
t
-
i
 

・
h
開

h
a
・
守
山
』

u'a
a州
'
&
礎
学

i
z
i
Z
 

E
E
t
-
f
z
 

ど
目

1
2
1
i

z
i
s
-
-
z
 

!
i
E
 

鑑
異
色
寄
っ

LzeR，，
Y

拘置‘
‘
.E

q
Z
1
j
i
 

f--2lhzz 

の聖

:yaコ
Z
のE

p
i
E
i
s
 

f
'
t
L
:
〔童

書一雪一宮一=

8Emk 

m

敏人》に旬
・・
ω写
に

t
i
B
E
a
t
 

i
i
E
i
 

E自
主

ELK-kgは後

宮の量品き
E
し
章

i-tL:二車

E
型

γgzs
ヨ

* z • • 
健相制

開
園

z 

厳
人

-RE鯛

-
s
M
M
M
M

型政

E
b
r
:
i
 

司
書
・
・
篇
・
.
IE『み

a

-民'・z害
輸

健

』

品

開

尼

s
t
i
f
f
-
-
S
E
 

てι-z・会・
・刷二T"-丸

1

七
》
一
・
の
像"企ι

一て
E
m
!が

i

E
Z
:
-

B
Z
E
ta
で
i

B
E
s
--
iz'y，
 

h
B
A
2
4
1
て
i
sz

『

H

，

.6且白書
面
勿
量

AE
EWETLt

f
a
i

--

i

j

 

ー

を

Z
S
E
Em-
wi

E
E
l
a
L
i
t
a
i
-

、
i
z
-
-
s
i
k
t
i
s
-

一1
1
1

会
社
同

-
E
4
 

・Aa2

4

リ庄町一T
目

・

1
圃

;.4隼=司:岡里
一

!:』
2

a，w.
隼守
a

‘.maら企今守闘

.E&で周.陣'
2

町
箇
一
一

ζ"続

mにω.隼守

童1を

?
R
1
t
:わ

E一の
i

研

Ef
績

f:e=重

1句i
一i

刃

E膨哲;のs";上品例

;iう‘==るモ.ii一iiEi厨

!
l
よii一ZE-A企空:〕て;一正に=主!:第豊T:一工lA色i.i島8り

;i.ti!
;“主ii
犬在E
;

紘

tiの=縛

明 ‘刷

* '噌

E 
m 

ーの1
ま
2・禽• 

z 
'町

" “ 

「ヨ
幽
川尚一剖

2 
z 

総
羽俳

E 
事

• • 
fち

.，町一τ自

no・a隆
• " 

偲
醐 受賞=丁目."袷会長.

E 

a瞬
ZvhR 
<a・・・，伺》
制咽阿

防

E.Rルf
... ，蜘2

" 

• • 
内
白
山山

i
!
s
 

i
i
A
 

警

本

• • 医

11.，1"1 U7 

5・

-EZ
 

L

て、t
.予
防.‘
実

.
，

ha

隼

E体

n
z
i
i
t
 

，

s
L
E
i
t
 

i
zE!
客

百円町一O》
-四鋼

az
睡

暗 帽 醐

調

-
"医師

市

a-RS
LtA 
z
z
 

e
i
 

の

2
2

~ 
A 

時

“ 
MJ  E ， .. 畑町

=一

自
三

男

r、• 川

z 
oII.恒 A

L'，.f l 
畑駐車3

師向

• 
E
F
 " • • 

内
前 . . "・.，・M

..間蜘1

産

軍
国

• w・R•• • 僧 凶 二星出

山 町

内

• • 量

‘a 

四‘

n E 

• ~ 
a，hi • 

ー

• • 
E禽

・

剛
お
e

・
-i
 

一-・・9
陶

-R
-ttて

Uj
 

i
-
-

!
一

w

E 

• • 
以
下
S
ペ
ジ
ヘ

つ
づ
〈



iHB一一.M:夏至琵i妻麗41 14̂雲量同書LJ'JLたJt汁吾妻F,童毒害三■一三とt洋 ∩拍 毒筆

蘇…柚 l 三幸蓋…妻書芸写大 .1.だ斉i ;.;i,■二十■JLY!‡ 芝.t三 三▲tt▼J書き巨筆書!L=貢毒真夏…蔓

Ttと+のこし■■ のFlと書芸等"〉;蓬3手立に̂汝-上

いfJ暮て ;享'妄三言:燕 喜■7Iこ流のI+rlbhL̂㌧■のし■● I■■d 事 1Jlq■l t〃■1

闇 妻蔓 菊花ふく62花壇.･.慌 芸芸Jfこ十Jl辛 ■■Ilヽ大●●A 進 ▲.ん■ う口LI ^fEろ>上玉L. らEAちbLLZ{て 千 ■==tTのA+JrJ.午花

^′Itt ■

】定日蓋 .;5套 3:0l†i祝事毒盆はし3㌧ー■■fLTrど~eLMは､カ､▼■にtLL!i･て′I■lI,1 苗名 の 芸苦学trltJtJLFJ
9ど▲八はLウニjrL~0ののFl士と○̂qff' てl云いiるち- ☆ 賢矧 緬ト完 .ヽ㌔､き 壬

‡Iの*AIJLd

H-/LMIく覇誉■群;六
TTr良Jt■巾■

At川ら行Zb一一●llI)J l I一三添

I:誉 中卒叫 JE.tZtYi:け ちて榊 T名BJltJtEIJ+ (玉L事■折 ■さ98 ■{t.一一 ■ l L+0+ l一■~ *-t t寺t †+t ltJIF とのJLtp▲こE

ーF ttEitIの事ibJLJ)

{帥昭和"隼u月"

つづ
e

-鋪.，
・

3
2

1

 

4

・
タ
岡
-
R
と

-au，てれ写

・

&
粛
を
郷
土
防

震に
繍語
、-陥債の楓--bhる-

i

i

 

自

ー" 

り

事
'E

Z
 

m
E
・
1
 

t
E
-

-me--£耐

震

r
S
I
E--

t
i喜 = • ‘a 

よ

a 

E 

i
 

a
咽
鞍
6・
守i
 

.
庫
分
箇
員

LZ

2
5・

守

企
罰
金
郷
土
防

だ民?冒

E

Z
塁
量
失

Q
章一》

良豪

i
i
 

t
L
f
 

z
 
岨

-z--R 
聞
刷

ω.
，

A

S

 

Z
E

i

 
i
 

-
M
Z
E
 

i
k
i
E司
君

f

i

i

i

 

E

i

t

i

i

 

'・Z】

• 
z 
• z 

" 

!fI'571吟

Z

E

 

小
畠
喜
岡

圃
軍
軍

-A

S

 

--
z
a
 

:
EE 

・
4
1r

i

f

Z

2

 

5
3
5
3
3
 

2
1
Z
L
t
る
二
室
町

一一八七V
古

E 

" 

つi11-
iill・玄白E

!!iiiiiiii 

ー

• 
喜

書

• 

"人

--m 
・
・・"・

2剛
、
心
身

圃・-R・M益

"‘.e竃
頒
.

--K&一
一一酉

E
R
1
1
2
 

1

i

i

ι
 

i

n

-

-
一一

ヒ
】 音

" 
7‘ 

高

事

“ • 

つ
づ
き

自
-
R

・R

・

-切
?
息
供

-賓の危めwh

zzT
 

-
周

体
脅

ス

dmtp
'

i万

E
1・
署
員
す

i
!
;
 

f
t
る
・
長
崎
一
七
一
里

悶
V

“.，
 

-• • • • u 

'‘ 
ER 

昭
剥
掬
白
辛

口

npu・
E
，理

施
快
勝
麗
&

金仏全百

R

1

p

t

i

 

l
-じ

i

f

i
-
-
!
 

I

i

i

 

E
f
t
-ん

領

a聞守stF
団 体 凪員

崎町'"'

• 値恥F.金
'健闘嗣市

• 
i菊花ふくい く z

i 62花壇 497鉢

i・422Z手立卜

2
2
2
2
E
Z
 

主

E
Z
S
L
g
e
て

〈れる
『専属-n・匂徳太金』

《

am--偲
a
盟実僧》が
&r

m十
疋
U
宮
市
常
補
正
剛

-ZM間前広

円

月
日間

a
t拘
白
隠

固
定
資
産
設
・
錫
市
計
画
視

【
錨

m
一宇宙周ゐ
H
》

-
で
聞

2
2し
句

ニの剣徳大AUは"みの萄'

千三百Am伽ゅの管途府使によ

そ
自
士
宮
に
伝
え
ら
れ

たの
A
P

最初とLわれてー‘るの

E
t
で
官
空
宇
か

ら開nれてー‘るもので今等

で
A
Y
I
a
副

u
・

2
iは詰車
:
に
詰B耐

Eが少
z1

危

T〈
鐸

掴柵
初
がeぴ
L.an品令v

たιk“‘め"a婦胃停

"qv

に陪.厳思圃gsの‘条需件&‘hれた

に!もt;8;Aiわt1
内字r

i

!民

一=。2-=勺
品一ニ-ぬ
て曹里てt

た主犬喜衝.署合花高糧.耳司盆

拠

E飢自E百1九干ttEi仁長
鈴:のz2
作
2晶:a=.ら

れて‘
e雀
玄
t

十孟
U

の開・sAV』はまだ

箇

LLZ息われたうほAa白幽帽

しに
ふ〈らみをみeニの八

日ごろ比ほ色と
9
r4
9
"

。

:
主
主
i
th
&

恩われ虫
e

，，
K

ニのMaは

命体陣測
のm-LE網開するは

か
Z
a
a
t
事
品
-

s

i
r

z

-

に管内μK瞬られ重す
・

部
落
解
放
基
本
法
の

制
定
期
し
街
頭
署
名

全
国
行
進
隊
も
市
訪
問

i

S

E

t

 

-mmの寝食・・魔を也実現する

i

f

t

s

e

 

a
A
2
一2
2
E
・

E
・
2
b
a
t
k
.

ニのn--掴
したのは
『am-

-

t

i

2

 

・um良市*
行
益
民
会

n

・U
提

蔚凶栄
一議員Vのdy'
tt

の納期
です

R
e
z
i
;量

定便浪凶MA沼
島
製
良
市
貸
付
費

関
舎
の
;
ー前
官
品

二百人が庁awza玄関で幽忌

えまし弓こ
2
2
Z
4

人権自慢寝樟帯"敏旗本怯劃

定，也罵刷掲の化めの圃'噴行酪と

し
て
九
n
t
百
里
号
車

i
を
員
ニ
の
H
i

s
t
h
--

bna障を代Aし
て花山a・

5
h
a
で1
2
Aけ

した酬をmamぜながら
『1h-z

i

-

-

f

 

t
a
i
-
-を

号
Z
ゐ
了
』のよ，長し

も

8
2
7
に
き
て
寓

細伺・・ιum-Rするehめ偏重・

z

i

-

-

p

 

c

i

t

at
 

そ
れ
に
審
失

-RK歯周役は

『槍‘改重wm-m"mm
E僚の

省
鋤
周
聞

auE胃
?とニゐ↓年-e

ez，と危'鯛ER肉での問題

解決は‘めて
闘・
です・盤
稽

鋼鉄盆
ふ俸制定に肉付関鏑

p

i

E

M

i

 

s

i

t

z

L

 

ル決皐金漉明
・
つ
づ
、
て
k

山a隊長aら鼻よ峰町役昼間付

榊

a合
訓

"'aRa害が
-T
概
さ

れSL'一
行は
このめと凶

2

E

1
42
2
行

越
し

Fへ
肉

f
t
t
・

大
和
観
光
に
花
添
え
て

~本法制定を*惨て街頭署名活'闘を展開
〈近畿管・a闘で〉

B
i
tで
証奈

良
駅
前
、
2
2
2
3
a

l
i・2
2

f

l

i

A

E

 

に

1517
j
i
i

事た十n
-uには『鑑高
一駅な企附-n-mに
『取のdmn，
』一

この凶とこh
LO信倹
補
佐
閥

解
E
智

2

3

E
i

し
i

t

s

-t

t

i

l

;

遣隊
-付1
九人
と同制mha-
-象&題取悌句川闘に‘た
一匁八nanら今隼宍mazでのa

E
f人
a
z-
-
a
t
f
S
P
I
E
--
百
十
二
人
で
宮
山
修

合合合合

『歌
の
ポ
ス
ト
」

-出
閣
慌

て
「
告
宣
言
-1

・f
-h
b官邸

S司
4
・
日
汁
叫

に
秀
作
与与与与

r
z
s
ι
5
2
は

言
主
突
E
ζ
+
2
・

型音一認可川
塑
一干Ag

i

L
句

i
i

Z
良型
-
t
fて草

-人《
絹勉強
ω

であと訴
笠医

務自民自駅唱第幽絢圃ia'通
A万

里
ち
?
の
・
4
り大

E
買

量

2
京

:
t
i
に
圃
i

heす
・

車
は
E
f
p

amM屑ひ
ゐし、川
院は“移民町陣E閉

?

?

i

i

 

a
f
t
'
E優
秀

作

佳

作
に
は
包
念
品
ι
電通

'eす
冶

8

1

f

f

 

Mりです
・

【鑑欧】

-azぼろしの臼縄長陀雇芝

1

19ka
H
Z
Z
 

がみmhぱ大
阪
市

傘

"az子

-Z
E
E
-
?
し
〈

て座せ
ば心の
白，
、‘，て
ゆ

〈

Z
市
首
喜
代

:
t
A
E
か
げ
ゆ
れ
て
お

t
T
i
z
i
 

MZ 
大幅前

【働句
】

-KLり司
命、&孟ひ
，匂《L-

ん
じ
ゅ
ん
》

S

2

峰崎豆厩賀市旭堂aan

.2
2
3宣
言

篠

井

市

同

志

m

-E

E
E
れ
二
百子

i
f
 

• a院
予

り

八
尾
市

内川・
】

-atぱに型れて
E
-

'e'mえる

利
殿
山
市
野
村
家
屋
棒

.文化耐二人の"の肉〈
azaz

E 
ま

東
京• 麗

多

z 



重苦二言皇i 氏干■十..," m b" ,托～十川 ,十と日 化.～お

榊 善 部

晶 銅 損 妻は月25ELから月2日まで. く日の午続1坤-一ごきい○56JFlJ)E]のtLはた■ 11tI■ヽ JE0羊尺 EltT富まて: 士書芸三幸-T .i…よ冒 言返芋:筆霊 芝 J･兼､い五五孟主 立主亨等…窒 孟qて年生II1-*rrt■尾ヤ公 一の一一 のtJt14=会賢!美空1-▼がナl一合苫乍/5号rPI､一代円し六軒爪■事iiトJE▼▼}!!=!

p-上alJろ∧jIJF■三tJL一llB午二十一tlーLb-1■三i†↓.Llq芸十芳茸>三,ど

.ilI 言上LJJ8

闇 書と;責毒H≡野描 鮎 嘗芸皇蓑誉萱空重萱葉書蓋のE])i)-｡上れ材 ■▼一l杓●火･書■れ■室E)耗Al午▲i人■rtN十i■でサrEl′日ニL.lー;若者h'硝 芸 七ii千毛ノヽldI千辛 'tJ■■ナrE'!詮

■～

llrZIBtが '●十.ti 吉i 頼lSL汝
で暮り岳竜三†.､■++i止月すん二●で十1く六■だE]*

◆L.

描Jtt中大* 書要等責一日●▼二､一i.t,午呈 く) fiJIFqらー｣十て1ヤ七いこすF]もの○2し7tこで○金 ｢のは十カ tt1ー{｢-fL t E7余れ月f= ー】 ?r=t十の 8 17､一】.I ) 日uるJlが.M tit二王か生 し L=て少 ヽ括､t JFlbI1のrすL外書イ●てt全LかLP甘♪9.tIJX1に ケ ト-3主絹は休 と .二E] L f 辛夏井 ト■
7こFqItJ言上IIlJl牛Jir ≡:曇…jS

(+′ー†

牛IとfLlは# t人 J(チ●;i 大■r 人rJウ■､ 雪 i主重量 青誓三言一 会lL.七 lヽ ■-

1日2‡呈;交わな■●ti託 :J JLAl FlであなたtiL災書共沸たも

.ぜひと5-

!W571号

m
eezす-

s
l
-
f
t
E
 

午後一時学
2
四
時
マ
と』る

・穫量ヌ
・7丘公
時航
wv
m圃
・

ま
2

3

2

2幽

!

?

六

i

の人AAV人
V
申
し4A'

-
n
L
Z
E
E
-

ずれ
かの公民館ヘa

5

i

聖
書

z

t
i
、
i
の
I
J
-

un司
A
・w・-a市殉
膏
V
+
+
-

日午蘭+崎
2
午
倹悶
降b
a

画
書
湾
、
厳
副
生
凶
ηq

ア

t，
プ
，ヲーなど

ハ養・・寓皇官
V
十
回午・"すaw

，午後三
一一鴎
b
"
的
扇
・
"

ヨ

E
体幽慣融関旬
危ど

AM屑・パdvtoV

A寸
一日

=
±
嶋
pq
E
句
刷

a
y
b
i
?
l
:
 

紅
斎
・

+
H
U
お

ERa
《鉱集
》'u鎗

けま
す・

一
三
笠
公
民
館

前
学
朝
刊
発
表
全
出

重
量
空
白
書
町
一

T

目》ayu開
刷
穴t匁舵の

E
2
2
十
一
月
11一

岡高闘に
E
し
1・

こ
の
量
在
日
ご
ゐ
E

R鍾で扇動ιてもる掌銀生勝、

学.グ4mBプがニの↓年腐

の
E
E
主
主
し
て
-

r

E

事

E
の
嶋
監

i

i
一
夫

E
E
-

-
A
C
1
7晶
E

9

n十九nhFAr--月
十M"の旬

ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル

と
青
年
文
化
祭

り

宮
市
市
舵
育
実
員
会
脊
年
文

化
-
B
&

マングan・
4

ル実行

苦
言
「
園
哲
2

2

2

2

?

i

 

L
-
y
s
t
:
Z
文

化
侃

me-yu，，.R1・'ιmk綱

T

1
:

2

2
苓

，eT
E
「
Z
t

acすべ
ての
人
主
主
主

?
Z
2
4
剰
の
鍾
』を

3
7
2
Z
B
革
関

係十四団体a・御して次のよ

'u肉・・で行われますa

よ

--v
MM7・Mt早川ル
・

十-月十"《目》午前ι『且可

2
守・
5

三時
B

鴻

ノ
池
幽
罵
上
-
-

E
t
高
E
空
t

''ze且
』

Mm7タ

zy
--

R
9
7
7
L

Z

 

の
E
:

2

f

a

z
e
-
-
EE
a
 

g

E
:
l
，
L
E
 

f
t
-ト
a

E

-R梼
e，
γ41ddほか》

E

a

F
j
s
t
 

y
-
J
2
 

だ民市2是業

t

i

t

i

L・

士旦一
一-E
Z
午
後
一

時
E
七
時
十
二月一日《悶》

牛飼十時t正午・也市中央公

民・
で・

町和ω'l'''月 1日

お
年
帯
り
に

懐
か
し
の
教
室

-za安

-7K公民館ハ中量発?

丘
一γ
R
・
@
セ側三一】と

一-2

2
《一老
町
宮究

--=一
-vaR僧で『
・
8L、

t
t
ahと聞レて
Z

2
5
‘
2
22

t

 

例

願書提出は
11月25日から

12月2日まで
市立.幼姐簡で~I : -:> i!"うよ h ・JCi:.・ L

ます.入園tUi!.!lI:!1 JI 25日〈月〉ー"月 2目

《月〉の土日・日..，日の午後1・H ・e
叫町る踊置唱酎酬して(t~~" o

【1・F保.，隠取"'"‘月，，-肉弱*・..目の幽..  

【 2 写保育"露拘~年~1I 2n-1IJ釘.‘月 1 闘の関金提

l>ifll'iA帥闘できる剛仇.!:.;ll!住民....醐抗

日告"愈して〈だれ.

.，圃刷衡はn月11n (1)から4除勧権個で1ド後1崎-，.は

} 醸します. 土日噂目線『川崎<>

I .箇・と健届..帳'"島幼制民聞でh"tす.

-
園
口小
椋
帯
耕
証
む
観
覧
鹿
川

値"の
幽・"‘.湖叩小MR'm

曹

C

・R・-符銀めの'aR昼

の
「
2
4

1

2

1

5

E

i

・

とおり聞
き室す昏

と-e・
=ι十回午衡4時
t

a
E
君
主
A
き
E
六
時

一子
一白
員

さaR
A胃
レイ

凪me

ヲ
十
時
t
午
後
岡
崎
V
&ニゐ

a
n
j
・
9
f
郷
町
錫
鳳
の
制
・
西
・
公
民
館
《
乍
圃定二
一

・
2
ど
の
-
Z
句
思
宙
実
細
‘
γ
旦

m
m
a
酋
舗
公
民
館
で

回
開
年
迎
え
る

おん-ea-現金など

留指定雷雲無形
民俗文
化財

-
2
2
ん
F
4
2
れ

て
2
22
主
主
£

-z寸
・
より多〈の世
間比
巳ζ
の

:
E
L
E
?
と

-HE--Mん録
保作
会
A.，u

u町町
='o、
-MW
旬、七八八》

で
は
ニ
れ
を
記
念
Lて

FE

左
官おん
鍋への銅待
僧
を次の

&
f
m
L1
・

S
I
E
-
-
s
 

aγ・一時t一一
-九時
'v
とこの-

E
公
民
興
z
f
1
2

V湾
民
・三
伺人
マ
内
*・@

集
ま
れ
青
少
年
/

-往年組轟で随雌岨
鳳値仰
をはa

・9・zす・

-

a
i
--

士月十九日
J

士一月+三一

E-士
。
面

目の・週火金
旭日午後
一脅一

関.，.予・ん@B潰
.

2

三
時手・金八凶o
a人一一一
+一
次
のよ，に聞
きaす
@
E
a
e

人

・

一

鍾

奮は
岡舗へ十一
月二十
六日

被

e-a昭島
は往復は
ae比一
息
でに
‘
“舗で'L
iぬん
で〈だ

E

2

2

3

F

 

i

r

-

-扇
・九八《岡・》a，Lv・-‘てιr-
"
4=一日家一&e・十二月五日【
白δ
与

uqlaFa--骨ふれあい槍-z

でにne・
主開
館内
・r寅
M-
-
a一時噂
J

宇崎dp
マ
と一』ろ

心のふれあLの
幽司e広め

u

過

n
a
・
合
は
袖
a
-
-
E
市
中
央
公
民鮒
V
・7マ

-大胆日午陶九時
単+t
L
r
一
時
巴
d7-z「baん
銀鎗・用銅
匂反映

写

-ge健舗人
悶
+
人
岳
‘
.
密
保
⑧
a績
A徳山院
調
忠e日大

険"前録制幽代二百円・

住吉
司》③可申閉
館楽
amLの

2
2
Z
u
-
-
z
a
i

s

-量

時

空

2

3

2

に

E

E

-

-
s
‘
1
-
i
I
I
I
-
E
Z
S
 

でに
6

・で剛鎗ヘ
・
で
開
舎
へ
・

hi?"
入
品
パ
ザ
1
ル」

f
''
i!大自主で
聞
g
k

固で陪貿
易
Z
を
解
剖
す
る

ため

量
一千
品
で
槍
入
品

dv『
Amの開催を温めて、
，

t
・
5
1
2
4
E

五
S
S
E
-
t
し

てa，
由民--K繍人
品パ
ザル宙実

i

i

z

;

t

 

z
型
空
'
T
E
a

t-す
・
多
-aご来場〈
だ
き

• ー、
s
i
-
-
H
《
金
7

5
《

s
r
i-重

E

z

s

j

 

w
Ea肘
nm
u町
雌属工苔飴

a
t
ど
・

-・・
・「
随箪とわた
し』
陣

信事関締緬v--予さん作舗個

伝は
「土
万風土とわた〈し

占
ゃ

2
の
豊
富
1

1唱にした「シ
anの白
色9・

4』『値克'Aの付かなー、

T
士
事
L

t
偉

V

百
・2
--苦手人
・

町

H
M山

t

/ば
印
刷

i
-
T
H
 

!
=S
 

2

2
:

t

a
 

f--し
た
Z
S

Z

E
《

t
はら
〈
t

a
v
の
E絵約百点を展宮市
し

az?・λ
楊録
"・

s
l
一
R
E
E
d

±
E
Z
H
R
2
2
 

九時t午
降
五時《
朱岨
"は

体・》
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
新
隊
員
を
募
集

E
f
-
-
p
t
"
 

!

2

1

1

 

図

Z
盟
手
平
置
の
賢

官
1

1

1同

Z
して

‘.忍サ
・

sm
『4-Am-ヲhp遺
品聞は膏

z

n

i

i

t

 

て野外ι中む比

+ま
じ体
M

区
活
動
し
て
f
Z
で比一
一

±i

l

 

ー、ます
・λ

E
r
l陵町

+-・・喝の開会e錫尚昆法凶

.. 普氏宅内
・@司=一品乞乞》に

悶
t
t
e
て
く
だ
さ
も
.

V
-nJヲ
ヨ

A'''隊
員
・
現
在
4

学二
t
園
M

写
生

E
1
1
3ト
R
・
2

小学
v
a
J
ム
中
写
一
写
生

1
2
2
TR
・2

中
空
一7
高
納
豆
写
生

!
i
 

箇箇
ニ
@
=
一四
-vヘ
V
定

?

E

I

 

一一
a
a
を
緑
湿
の
一一

一一
婦
人
に
錫
習
会
一一

2
人
z
e
I
E
5
9

EA盛大幡町一保錫入会館内

=・五七
三
九
】
で
は
鎗
寮
金

網

aeる・人のための島司会

1

1
1
に
T
干
・
"

闘
u
‘
ず
れ
も
B
九
甲
4

2

1

i
は
自己負

1
2
1
住
所
民

貫生年月日

E

i

ー、て
十ニ
一月
十
四日〔
罰則有鋤
》

主
に
同
士
T
へ
巾
し込ん

で〈E‘
J
A
A
a
e

r
は
1
2
2
富

=
F
i倒
停

電

2

r
a
し
T
だ
き
、.

-
宅
傘

a'
aゐ
一慣習
舎
来
年
一

月十日
主
E
Z

Z

E

un金
・
目.
一一十一闘で終了
-

a，.合庁合《
+人命
町》内1
栂

A
E
7
1
3
9
1
2
 

漢で
-
初心省三十五人
・
締

f
z
u
ii

t
 

組
&
曹
掴

mm-胃繭
.. 摘
.

.

.
 

2
E
r
i
--方土
百

の

1
;
雌
日
・一字

-固で
院
f・
2
人
会
舗
で・

2重一一
十人
・
社会保険会益

=

f
聖
堂
・

切明
る
L
役
会
づ
く
団

苧'に晶a-RUW修会
+

明る、社会づく
り週働奈良

--aa会企尋禽
般省Ha-a
aR研

究
会
Z
E
で
は
県
E

i舎の
!
t

t
2
1
2
E
3
e
 

T

i

t

r

i

 

t
m
e
-
-
z
z
=
 

1
P
A
R
E
-
a
 

g
に
関
心
2
2
2
2

Z
E
E
-
-

V
2

1

E

I

t

 

i

t

i

i

 

とニehgE・R・欄『大
文字
弘陵

択組事V
V
内鴨目・・"と

L
k
f
A
2
4
 

T
Z
三
一
員
会
五
E

T
量
v
i

--

i

i

z

し
込

λ

・十
司月八日会でに電話

で
7
2
7i

i
l
1
2
1
1
 

a奥副
Rm・-量@
=
δ
-
v

z

ら
自
2

2

2

のよ'hh-m"製剤州銀amゐ奮
闘

・・ι拠金伝聞
す
る州Mm広島

ι
azt 

&
t
±
nt
五
日
華

ae+七
日《悶V午前十時
t

午
後
臨時
V
E
7

2
フ

:

?
重
E
a
I

S
L
E
関
Z
e
Z

F
jー:

も

fz

n?
日館

長
e
z
a」

『こ
の
E
t
s
・
2

・eてー、
るL・
十-"十一aaF

t七日，では
1
F知る還

聞』で
す・ニの
・開会に伝
K

2
2
に
m
kかか
わ
り
高

勺

2

2
E
A
F
f
t

5

1

i

i

J

 

A--し
a'・

- ， 日 2 何で~.たをま .る軍

吉ZE交通災害共済組合へ
M たも‘ぜひどうぞ/回.. 

，...・ 酬〈押釦酬切

開会日開〈叫以判明圃.....8似 柄寸ω岨司

山叫.......1::11'111.l1li-01時



す 9 ん奉 書 等 妻 芸 蔓 仁 蓋 言菅 生 蓋 轟 宝 a 右 皇 宮木 瓜 Q)Ji ) と 十 お と: 謹 言 蓋 言 … 芸 ,Lx莞 竺望 誇 り.首 長 左､み ど fT四 莞 ; 鵜 亨障喜嚢至芸害鳥壷蓋害悪
健栗 損 … 冨士 ∴ 二'に k J:わ ざ 成 金 んれFlむ女大(全書騨 騨 董蔓

… 葦警人Z{ f ▼ る ▼ 即 日 さまL:E lEH 芸 等 士 ÷ま 禁 書 碧 琵 品 莞 亘 盲pi 吾 妻 旦 妻 冒 号 三 重塁 喜 子 蓋 宣 誓 … 宅 享 き 冒 至 芸 闇 軍 票 竃 三 森 衰 喜 :孟子 重責で 土 沢

q)氏 111

重要 葉 書 菱 害 毒 雪 雲岩内 +,Ll℡ 1 雪雲 蔓
草 緋 ぐ- 一年 hi吉 夢 †十に 者 ､ノEMJ7) ナこき 甘 十

t ■ー( ら･会 ▼ E]i

Tりす こ 乍 +千 tlJL M 民芸芽 室 等 酢 要望緋 葺毒
○蓋的 Jt 'lt で の 紋 も Elの畠 よ き 至 芸三 吉 誓 .2 重芦 蓋 … 言 責 人 望 IL ○ノ＼開 t も'は も十 ｣ 千 九 甘書 芸 … 要 撃 夏 至 等let f で JFIt二 人 七尺芸蓋革､ノI一二午 -■互† ト特 〟 .与 苦 さ 更 荒 ぶn .V .､事 ～己 7 7r淀 ,1E負 イ用 L1光 年tiん d8 暮≡▼･一斗の ▼ t事rY ++ lヽ一俄 flf日 1初 Jq It.で 粘 P Sと 十 〇に dF 'hEJTL有 蓋 書 芸 悪 霊一 々で で い 古 DE)三 〇込 一

再 TFIt ll ん JlyF ､r]C) で 十 の JJ1212∫重 量 墓 室 茎 照 重 i . で L L Zll+■ ■ ●梓 す す 析rdl ○の .は か で rlい 萌 こ 特-rlL鵜 等九 つ jJを豊 吉 三 軍 人 毛 で 小 月 勺三先 ウll '出 し 二 R芸闇転 書 芸 芸 警 護 盲 表書 t で Jnる く で きT=力 対 の人 J141の r=と 山 一 よ れは 内 円 9吋 に 十l二枚は F.L 十 ■F&群 以 こ ■く X 上 fLLL､ノ絵 の い L∇ セ 人 士 る の JIる (た た 半 tt■し( 九二に { *は吸 い f=暮光 る LL〉Jiか 犬 に書 と 〉 扶の う l暮 F■q=■l十 I加Aし 書と年金 仝良 に■ I㌢息I).

わら 人ミ しウ て蔓 萱 窒 蔓 重 宝 裏 書 讐 … 貞 前 場 ミ 薫 き十 わ ■ ■L>ウ い ね】 月

】i 等 度 雷 等 岩 男 二■ '雪 空 二竺 11 落 日

撃 … 曇 還'Li貿 遠視

才 ' '氏 'L]'q 戦 き ■書一手 ーla '■

JI讐 ≠ 空 軍 壷 蓋蔓 蔓≡萱馨 … 壷 蓋 芸 重 量 董 毒ケ j一球 中古

& 金 Li 仝 ウ 七 Jlの ､小 k E]書 芸 霊 闇 し 抄 ､はl 盲 蒜 蓋十 古 書 繋 ト 蔓 去 書 芸 IE展 -摘 中震 空′E■l

で 込 の 者'こし # 二人 は 口 rT凧 十 位空 言 三

等gLflr芦 芦
重 宝 喜 裏 芸 等十 ‡ † 4t>t 苫 ｢ 日 比 所 帯頼 f fJf20

13I

関 の十 と さ 革L-ざ † 十乍 IT を■ 十 +九 u ぎ坤 ,､ の)土 J牛 〉 三味 . に中 位 汝 1 ■ト JLIt t rliE七 以 .辛 .FA1匝Ff(つの 人i.,tIJ三一一 M 年中 十 E L▲保 L/い 円妊 ト▼ 15 V fl*生 保 事 ′事

壱 警 喜 芸 買 警 霞Fl等 等 ○棚 Lk 芸 等 孟…円 I 】特 二支

(') 

抽
出
常
者
と
手
を

つ
な
ぐ

昭和刷年 B月1臼

障
害
者
福
祉
飽
会
が
ふ
れ
あ
い
大
会

術
心
身
障
寄
宥
《
団
広
U
軍
団
益
的
.

会

連

A

i

s

-

凶

i

h
大
会
《
市
役
会
福
後
硲
穆
会
往

左
後

au
A
M
つ
ぎ
の
よ
う
巳
開
b

れ
ま
す
・

ニ
の
犬
舎
は
陣
省
省
め
自
立
更

生

へ

Z

E

E

-

緩
ま

と

の

署

長

2

2

-

z

と
の
ふ
れ
あ
ー
、
の
舗
を
鉱
げ
よ
う

と
閥
均
れ
る
も
の
で
す
e
市
民
の

訟
な
さ
ん
の
怠
加
を
期
待
し
て
ー
、

ま
す
・

り

内
!と

e】
十
一
月
d
y
H

箇
守
防
t
午
後
四
時

《
日
》
午

よ

;
i
;
 

I
《
歌
飯
町
》
で
・

だ

【内
啓
】
蘭
築
大
A
E
A
g
A
M
民
訴

事

員

3

1

2

7

7
l
シ

z
y
大
全
同
房

S

S

E

-
午

前

±

?

午
後

四

号

z

t

っ

き

主

目
午
前
十
-
時
t
正
手
V
健
康
府

:

お

で

ん

お

に

ぎ

句
み
た
ら
し
わ
た
が
し
わ

危
げ
も
ち
》

民持軍良ヨ提

-2
 

2
b
か
ん
狩
り

a
-

を

m
m
子
緬
後
セ
リ
〆
タ
l
「
俸
と

Z
T
露
木
辻
町

寄
智
一

五
五
二
》
で
は
且
町
子
復
帰
の
m
w

Lと
子
そ
ろ
AVて
駄
の
一
闘
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と

次
の
と
お

り
み
か
ん
狩
り
を
お
こ
な
L

占

z

t
 

第;n母

喜

四
十
一
月
十
四

E

午

前

九

時

そ

E

Z

空

集

合
〔
爾
主

L

V
V
と
ニ
ろ
'

i

i

z

f

 

象
・
aw子家
胞
の
a
w
と
f

ハ幼

児
J
署
名
字
問
停
の
こ

t

Z

品
調
高

E
1

土
t

E

径E
'
草
の
E
氏
名
忽

瞬
電
E
u
喜
喬
号
号
Z
を
主
寄
L
て
1十士

一

月
見
八
日
:
，
で
z
に
2
で
高
同
E鎗里ヘ

(
s
E
:
可里》コ• 

《

P
I
T

-

t

v

 

か
〈
L
'
m大
会
幽
濁
倉
a
a

z
z
a
は
は
か
き
に
住
所

宮

詰

E

f

署

員

別

品

曹

司

聖

書

胞

演
人
f
-
F
I
一
月
二
1
固

ま
で
に
同
信
〆
タ
l
ヘ
巾
し
込
ん

で
〈
だ
き
ー、.
電
話
で
も
可
@

と

f

E

月

一

四

百

平

隣
十
時
T
S
=
時
V
E

7

f

タ
l

一一雨
雲
寺

育

園

歌

官

員

守

掲
・
4

宇
品
な
と
V
附控例制対

象
園
心

身

隊

主

主

手

五
観
。

2

2

心
身
隊
互
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
次
の
よ
う
に
聞
き

市
内
二
世
世
子
園

E

E

-

-
》

f

i

z

苦

情
嫡
慢
性
成
人
鯛
の
予
防
に

役
立
つ
体
側
で
す
a

4

1

-
R
二
士
二
十

八

百

士

E

士

百

で

自
は
午
前
九
時
事
1

土

時

Z

Z

A

P

も

躍

で

E

附

高

以

上

Z

一一十五

人
マ
由
申
し
込
み
・
十
一
H
f悶

2

2

E

t

開
3

7

ヘ
《
申
し
込
A
a
e
債
の
と
き
は

袖
沼
)
固

成

人

E

E

肉

AT--以
上

4

2

2

2

隆

氏

名

品

E

Z

号

の

.
個
別
と
鑑
度
合
省
い
て
十

一
月
サ

三
H
S
で
p
h
必
着
で
曲
申
し
込
ん
で

h

t

e

E

で

も

可
。

と

f

±

f

z

=
-

2

ペ
原
則
と
し
て
w
m
三
日
限
H

午
町
十
時
J
正
午
V
内
管
・
初

級
後
術
指
場
鑓
影
会
V
MK民

1
五
人
量
品
過
の
・
A

U
袖
還
ν

v
-Rmm
・-罵
将
@
た

だ
し
普

7

2

2

・
m
な
ど
は
自
己
負
組
。

L
H劇
潟
都
線
叫
7d容

-Ed--

E
空
一
疋
一
き

ょ
園
涯
尺
八
温
慰
周
演
奏
舎

十
一
月
十
七
日
〔
日
》
午
前
十
時

t
二
、
十
歳
以
上
主
で
あ
れ

ば

だ

れ

で

も

鑑

E

t

i

--
与
忘
れ
寝
入
魂
幾
夫
会

十
二

月
十
五
日
問
機
4
定
の
1
年
忘
れ

要
望
大会
L
a
t
-

-R
し
重
ず
@
中
十
歳
以
ょ
の
人
で

Rば
だ
れ
で
も
2
で
き
ま

す
g， 検

" - 診
ら 引 車
場 刀 に
m 心 よ
猪 デマ る
M 曲

品診
楠

話
E

f

S

L

て

す

一

月
三
十
日
ま
で
に
詰
で
開
館
へ

O
L
込
ん
で
〈
だ
き
L
.

躍

で

i

z

-

-

で

T

E

は

三

宅

島

予

定
八
五
Z
a
当
固
め
飛
び

入
り
は
で
i

t

a

【繍
M
】
周
り
の
部
自
民
周
目

"
的
"
“
開
鱒
v
h，ムーの侮

'
民

a

a

a

m

吟

小

唄
敬
舗
陶
V
L
ぞ
め
値
・
a
市
宮
司

璃
{
幽
崎
駅

w
・4

・
逸

直
談

漫
才
宇
品
止
と

新
制
度
の
現
況
届

電匙

厚
生
年
金
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
陀
僻
占

J
午
島
崎
で
す
Z
H
h
L
健

日

土

日

艦

Z

E

在

〈)園
宮

市

役

所

i

i

M
U
月
S
H
A
H

H
月
お

日

t
来
年
1
H
引
日

E

公

p

u
t

t

日

舗

Hi

g
--ロ

i
r
U
H
 

T

F

n
A
日
t
m
回

目
a

E

A

川

2

3

日

E
嗣

7
U
1
4日

東

高

喜

四
日
お
日
品
目

i

f

n
i

J

8

 

H
 

5

a
紐

7
11
1向

日

ンタ
t

i

s

-

z

 

u
M
n
u
日
〈
本
v
a
m
良
鍵
値
一
所

w
月
ロ
日
《
本
》
伏
見
岩
盤
閉
所

官

官

主

千

代

ケ

丘

集
会

明
日
凶
口
百
六
条
小
学
絞

ロ
川
n
u
日
ハ
火
)
鶴
舞
小
掌
校

ロ
月
四
日
《
本
v
t
間
後
4
市
東
側
駐

車
場

ロ
月

初

日

主

主

総

町

Z

‘m
 菱

銀
委J

i

t

毎

週

;

眼
目
午
後
一
時
検
診
将
主

一両

明
夜
遅
?
H
9
日
!
日
日

傭

a
m
連
錨
勝
目
u
n
u
R
if初
日

Z

公

民

館

《

ま

?

u

A

日
j
n
a

伏
見
違
俗
画
周
E
u
n
凶
日
t
m
日

E
書
T

U

品

目

f

i

l

s

-

日
L あ

意な

L喜

市
営
住
宅
の
空
き

家
入
問
者
を
募
集

Z

E

z

f

E

F

 

H

-
E
@
-
一
一
-
ν
で
は
市
営

住
宅
2
主
句
人
騎
針
金
つ
ぎ

の
通
り
Z
L
て
t
z

q

E

は

一

種

住

吉

t
山

言

語

二

円

号

一
戸

二
一種

住

吉

t

f

二
戸
で

t

f

f

は

十

一
月
十
八
円

t
二
十
日
で
入
府
申
込
用
依
は

Zと

Z
詰
t

z

で

1
一
川
十
一
日
t
一

4
H
に

属
団
孤
島
に
捜
し
ま
す
a
問
、
合
わ

信
は
開
震
へ
。

花
木
展
示
即
売
会

市
長
協
町
山
本
・
専
門
都
会
An
花
本

の

陵

高

2

1

1

1

に

聞
き
ま
t

3

1

-

f

u

z

-

十
日
【
日
V
午
葡
九
時
j
午
後

五
事

f

t

a

車

線

支
所
(
秋
篠
町
V
V
即
発
A
H

a-信
求
権
求
。
盆

n
kど
@

〈
わ
し
く
は
市
民
泊
平
滅
支
所

《冨
紛
聞
大
一

一一

》
へ
。

以
下
の
位
低
賃
金

一回一
一『一
一一
五
三
一
円
に

】
の
た
び
袋
良
県
u
m
低
賃
金
カ

改
正
喜
れ

47M均
一
一
十
八
日
カ
ら

脅
か
発
生
し
て
L
1
・
2

P

1

2

2

Z

E

修

附

躍

の

例

外

型

車

る

は

こ
i

i

i

=

2

2

2

ん

の

で

E

t

Z

L

t

J

注

し

て

〈

ど
さ
L
.

【
改
正
厳
低
賃
金
績
】
一
日
一
三
千

コ

百

手

百

貨

君

主

分

が
自
に
よ
う
て
定
め
ら
れ
て
も

る
禽
に
う
ー
、
て
は

一
略
間
四
面
二

十
円
》

@
定
-R1
・
職
種
じ
か
か
わ

れ

V
伝
《
県
内
の
す
べ
て
の
使
用

a

a

E

買

さ

れ

1

e

E

L

Z

2

5

2

設

定
さ
れ
て
L
i
め

E

a

z

号

す

る

ま

別

t

z

n

a

m

-

-

3

 

な

お

t

z

に

は

つ

Z

賃
金
収
算
λ
き
れ
a
g
信

A
e

露

骨

章

句

通

勤

5

宮
原
厳
手
当

?

"

ー

な

ど

也

君

10_) 
j@ ⑮ } 

号

で

E

し
た
長
同
壁

-
P
E
a
tた

。
今
年
八
月
一
一一
-
-
一
u
ロ
現
宅

団
N

Z

L

E

更

し

て

=

人
じ
社
会
保
険
庁
E
E
E

陥
f

l

i

t

t

z

E

三

二

草

さ

れ

て
L
る
糞
《
き
た
は
夫
v
l
の
条

件
を
調
た
し
て
L
る
カ
と
う
か

-
曙
認
め
た
め
に
現
耐
騎
奮
の
刷
録

。
返
ら
れ
ま
す
・

市
で
は
』
の
届
け
出
を
門
滑
に

F

t

t

め

Z

に

届

け

出
場
所
日
特
等
を
m
定
L
通
知

し
を
す
の
で
ご
飾
h
H
ι
z
N
U
頼
、

2

2

は

は

が

き
に

庚

し

1

・

8つ
ぎ
の
と
お
り

目
附
級
人
敏
住
所
氏
名
で
、
臨
時
間
川
M
L
ず
れ
も
午
前
十
時

l

i

l

i-

-

i

i

 

の

人

と

そ

の

E

s

f

毎

月

聖

2

2

E

よ

る

E

q

吉

一

下

人

。

聖

水

阻

民

主

一

月

U

二

?

旦

主

E

2

3

5

1

。

※

Z

Z

Z

往

復

出

舎

に

医

舗

に

よ

る

嶋

君

援

を

せ

て

Z

占

高

以

上

の

人

《

大

量

氏

名

古

E

-

j
人

!

?

i

z

i

t

i

t

i

E
、
て
の
心
配
ご
と
は
気
艇
に
た
人
企
妊
婦
は
除
〈
V
Z

L

L

て

阿

保
健
所
?
る
ん
で

i

t

E

U

午

後

一
E

t

i

主

l
一月一

-4
0
ま

で

に

く

だ

さ

h

a

二
時
手
。

君

-
E

は

西

宮

Z

主

Z

は

S

3

9

医

師

で

t

T

込

み

は

ま

で

よ

L

r

t

z

一
一
二

》

飼
セ
ン
タ
ー
へ
・

へ

E

t
v
a
x
付
時
間
E
I

F

F

E

f

t

-

t

I

十

;

血
夜

型

E

E

4

1

2

・
図
十
よ
十
九
歳
の
人

i

t

に

役

立

つ

E

は

i

i

i

!

被

し

ま

す

e

i

z

i

市

民

視

2

2

t

t

《
曲
申
し
込
み
暗
ι
由
叩
告
の
』
と
》

ロ
月
6
H
《金
V

済
実
市
閉
じ
r-下
佼

u
i
H
5
2
良
県
民
宅

支
弘
わ
れ
る
賃
金

③
一
角
"
を
こ
え
る
期
間
ご
Lと
民

支
払
わ
れ
る
賃
金

⑥
時
間
外
休
日
標
夜
勿
備
に

対
P
る
網
り
場
L
賃
金

日

万
阿
ま
で
融

資

E

Z

公
害

同
m
K
金
凪
公
雌
で
u

!
;
 

L
る
人
の
た
め
に
1
革

?
と
を

a
q
h

e
'
@
高
段
、
高
富
号
、
短
大

大
学
専
修
学
校
?
に

草
Z
た
め
の
資
金
を

必
要
と
す
る
人
は
語
に
利
用

し
て
く
だ
S
L
.

E

H章
者
一
人

f

A
1
万
円
以
内
マ
語

2

・

a
佼
短
主
二
年
以
内

+幸

四
年
以
内
何
M
M
夙
弘
、
V
M判
官

e

・
年
七
O
t
l
七
μ
s
i
V
保

証旗
開
進
学
資
@
u
m
野
保
証
基
金

き
た
は
星
人
三
人
以
上
〕

マ
申
L
泊
、
期
間
a
来
年
開
月

t
で
〈
わ
し
t
こ
と
は
隠

2

3

2

f

i

 

町

冨
@
八
O
凶
一
v
E
は
食

堂
町
の
め
金
値
機
関
へ
問
、
合
わ
せ

て
〈
だ
き
ー、.U

2
2
は
つ
ぎ

の

Eを
F
Tて
K

1
ハ
需
に
よ
り
宕

子
裏
更
す
る
ζ

と
も
あ
り
B
す》・

2
"
は
釣
一
週
間
献
に
聖
自

的
会
、
通
知
し
ま
す
。

2
1
5
1
 

主
は
寸
喜
L
と
空
し
て

大
型
J
2
5

と
M
b
胤
別
し
て
幽
L
て
〈

と
さ
ー、.

あ
府
め
池
舗
鯵
伏
見
宙
開

2

2

f

Z

伏

見
大
宮
大
安
み
副
会
g
v

回


	第4回　奈良氏文化祭　多彩なプログラム盛って
	”シルクロード博”へ中国が協力　各地で”積極姿勢”を確認　
	同和問題を考える
	「安安」・「良良」ちゃん　レッサーパンダの赤ちゃんに可愛い名前
	秋も真っ盛りスポーツで心も体もリフレッシュ！
	奈良豆比古神社の「翁舞」にうっとり
	市の表彰にかがやく人々
	部落解放基本法の制定期し街頭署名　
	大和観光に花添えて「歌のポスト」に秀作
	集まれ青少年！　ヤングカーニバルと青年文化祭
	幼稚園児募集
	健常者と手をつなぐ　障害者福祉協会がふれあい大会
	新制度の現況届
	大型有害ゴミ収集

